
































































































































































































































アーは国のEco Tourism Society に認定されて
いる（1996年創立）。その協会は観光業界の会社
や政府の機関などがメンバーであり、資格のある
運営会社の数はおよそ80社である。
　スウェーデンではエコツーリズムの目的を守
るために、北半球のエコツーリズムの審査をする
NATURENS BÄSTA （ネイチャーズベスト）
が、国際連合の国際エコツーリズムイヤーでもあ
る2002年に発足した。これは、資格のある運営
会社がもらえる認定証である。
７－２.スウェーデンにおける自然享受権
　スウェーデンにおける自然享受権について述べ
たい。スウェーデンでは、公有地でも私有地でも
敷地内を歩き回ることが、アッレマンスレッテン
（allemansrätten）という自然享受権で守られて
いる。この権利は、1930頃からスウェーデンの
憲法で保障されている。たとえばイギリスでは、
私有地は入ってはならないが、スウェーデンでは、
この権利は「迷惑をかけない」、「破壊しない」責
任を伴うが、私有地も歩くことが出来る。しかし、
今はこれの権利を悪用する人は多い。スウェーデ
ン北部はブルーベリーが多く採れるため、それを
狙った組織的な動きがある。個人の土地であろう
と、気にせず自然に接することが出来る点では素
晴らしい案ではあるが、今は検討の余地がある。
７－３.自然体験の例
　エコツーリズムのツアーの具体例をここで挙げ
たい。ツアーには、馬に乗りながらオーロラを見
学するツアー、トナカイそりの体験、オオカミや
ヘラジカの見学ツアー、熊観察、といった自然
体験がある。また、遊牧民サーミ人の文化も味わ
うことが出来る。そのツアーでは、トナカイで遊
牧する日常についての話をサーミ人から聞いたり、
トナカイを投げ縄で捕まえたり、スウェーデン北
部に位置するラップランドにて雪の中、トナカイ
そりで走ったりすることが出来る。
　そのほかに、スウェーデン国内でも人気なのは
自然の中の乗馬ツアーである。特にスウェーデン
の女性に人気がある。スウェーデンには28もの
国立公園があり、中には UNESCO に世界遺産
として認定された公園もある。その中での乗馬が
体験できるのだ。他にも、スウェーデン北部のラ
ップランドでのアイスホテル体験、ヘラジカの見
学などが挙げられる。
　エコツーリズムは日本にも大いに可能性を有し
ていると思っている。スウェーデンはエコツーリ
ズムの宣伝は、大使館以外は大々的に行っていな
いが、個人旅行は増えていると思われる。今年の
６月にスウェーデンからの使節団と共に石巻を訪
れ、宮城の現状を目にしたが、宮城県でもエコツ
ーリズムへの可能性は大きい。
　最後に、持続可能な環境のために国・地方レベ
ルでも、また国際的なレベルでも、情報交換をし
たり、協力し合ったり、刺激を与え合ったりする
事は必要不可欠であり、有意義なことであること
を伝えたい。
（2011年 12月 17日開催）
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